
富 山 医薬大医誌13巻 1 号 2000年

最終講義

血栓止血学と私

棲 川 信 男
富 山 医科薬科大学医学部 臨床検査医学講座教授 附属病院検査部長

こ の度， 3 月 3 1 日付 で約21 ヶ 月 間奉職 し た富 山 医

科薬科大学 を停年退官 し ま した。
私は昭和36年 （ 196 1 年） 新潟 大学医学部 を 卒業 し

ま し た。 そ の一年 前 に 父 を 脳 内 出血で失 い， 私 の専
門 を脳卒中 と 決め ま し た。 以来， 新潟 大学第一内科，

東京大学第一内科 （圏内留学） ， 米 国 ウ ェ ー ン ・ ス
テ ー ト 大学生理 学教室 （ シーガース教授に 富 山 医
科薬科大学臨床検査医学講座 に お い て 血栓止血学研
究 に 38年間没頭 し ま し た 。 顧 み ま す と 多 く の 先輩 ，
友 人 に支え ら れて今 日 ま で恵 ま れた健康 と 共 に一生
懸命努 力 出来 ま し た。 こ こ に感謝の念 を込めて こ れ
ま で の軌跡を辿 っ て み ま す。

(A） 新潟 大学第一 内科血液研究班 （1962.4～1969
12) : 3 名 の 先輩 の研究班へ一人飛 び込み， 形 態学

を標梼 す る グル ー プ の 中 で血栓止血学 を研究 し始め
ま し た。 形 態学は 多 く の経験が物 を 言 う 「場」 で あ
り ますが， 血栓止血学は 自 分で行っ た 「マニ ュ アルj
に よ るデー タ を持 っ て勝負 す る 気概 の こ も っ た分野
で あ り ま す 。 東 京 大 学 第 一 内 科 で 血 栓 止 血 学 の

“ho w  to ” を教示 し て頂 き， そ の後， 家兎の脳よ り
組織 ト ロ ン ポプ ラ ス チ ン を作成 し て プ ロ ト ロ ン ビ ン
時間測定を行 っ た り ， 屠殺 場よ り 牛血 を頂 い て フィ
ブ リ ノー ゲ ン を作製 した 日 々 を懐 か し く 想起 し ます。

(B） 米国留学 （1 969. 12～ 1971 . 12） ： 当時世界を リ ー
ド し て生化学 ・ 分子生物学的手法 に よ る 血栓止血学
を研究 し てお ら れた ウ ェ ー ン ・ ス テー ト 大学生理 学

教室の シーガース教授 の も と へ勇躍飛 び込んで研究

に 没 頭 し ま し た 。 今 日 の 名 称 で の Protein C や
A ntithromb in 及び Prothtrombin に つ い て 自 分 の 手 で

楽 し く ， 生 き 生 き と 米国で の研究生活 を送れた こ と
は幸福で し た。

帰国時， シーガー ス教授か ら 米国での長期滞在研
究 を熱心に薦 め ら れた こ と を有 り 難 く 想起 し ま す。
留学時 に 培 っ た友情はその後， 世 界各地で の友人 と
し て今 日 も 続 い てお り ま す。

( C ） 再び新潟 大学第一内科血液研究班 （1972 . 1 ～
1 979.8） ： 帰 国後， 血栓止血学 の 分子生物学 ・ 遺伝
子学的研究 に 入 り ， 血管内凝固症候群 を は じ め と す
る 各種血栓症 で の病態生理 学的研究 を続け ま し た。

(D） 富 山 医科薬科大学検査部 ・ 臨床検査医学講座
(1979.8 ～2000.3） ：「 富 山 の地j は， 私 の 人 生 に 最大
の幸福を も た ら し ま し た。 世界で最初に そ の病態 を
解明 し た 「ア ン チ ト ロ ン ビ ンE 異常症 一 富 山J 症例
（タ イ プE b ） と の遭遇か ら 始 ま り ， 「 ア ンチ ト ロ ン

ビ ンE 異常症 一青森J 症例 （ タ イ プE a. 本邦第 1

症例． 世界第8 症例） 及び 「ア ン チ ト ロ ン ビ ンE 産
生肝細胞癌」 症例 （世界第 1 症例） も経験 し ま した。

そ し て， 本格的分子生物学 ・ 遺伝学的研究 を血栓止
血学の本邦 に お け る「 メ ッ カJ と し て業績 を重ね，
本邦最初 の 「高度先進医療j “ 先天性血液凝固異常
症の遺伝的診断” を実施す る に 到 り ま し た。 更 に 血
友病治療 に つ き ， 世 界 に 先駆 けて「経 口 治療法J を
研究 し ま し た 。 し か し 悲 し い 薬 害 に よ る HIV 感

染症が悪魔 の如 く 現れ， そ の後は全力投球で こ れ に
対応 し ， 本症治療 「拠 点 病 院」 と し て患者 さ ん の
「ケ ア と キ ュ ア」 に努 力 し ま し た。

38年 間 に わ た る 血栓止血学研究「 こ の道一筋 に 一
生懸命」 に人生を歩んで参 り ま したが， 多 く の先輩 ・
友人のご 協 力 の 賜物 と 存 じ 深甚な る 感謝の念 を 表 し
ま す。 同 時 に富山 医科薬科大学 の ま す ま す のご発展
を祈念 し てご挨拶 と 致 し ま す。
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